
2008年10月 25日発行 ぽ ぽ  だ よ り  
【 誰もが「生きていてよかった」といえる街づくり 】 

2010年 6月 25日発行 

《今月の中面記事》 
○ 第 10 回 定期総会報告 

○ 職員研修「救命講習会」 

○ すくすく･のびのび教室開講 
 

～庄堺公園のバラ園・しょうぶ園に 

出かけました～ 

発行    特定非営利活動法人 NPO ぽぽハウス 
No.9７ 

       この‘ぽぽだより’は、パソコンで編集しているのですが、こいつがなかなかややこしい

やつで・・・＾＾；とてもスムーズに作業が進む月もあれば、思ったように動いてくれず、何度も何度もやり

直す月もあり･･･。で、今月はというと、‘うぎゃーっ！’と叫んで投げ出したいくらい、「谷あり 谷あり」の

道のりでした。もしもパソコンがしゃべれたら、「言われたとおりやってるんだよっ!」とでも言うんでしょう

が。理解しあえるまでには、まだまだ修行が足りてないんでしょうなあ･･･＾＾； （ちなみにＸＰです。Ｐ）      

« 編集後記 »  
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日日日中中中一一一時時時支支支援援援   集集集団団団プププロロログググラララムムム型型型   777 月月月ののの予予予定定定   

 

７７月月 33 日日（（土土））   『『『生生生地地地かかかららら手手手作作作りりりのののピピピザザザををを焼焼焼こここううう !!!』』』 （小学 3 年生以上対象） 

 

77 月月 1199 日日（（月月::海海のの日日））  

    2244 日日（（土土））   『『『ボボボーーーリリリンンングググ＆＆＆マママクククドドド dddeee ララランンンチチチ』』』 （小学 5 年生以上対象） 

 

77 月月 2277 日日（（火火））  

    3300 日日（（金金））     『『『ＢＢＢ＆＆＆ＧＧＧプププーーールルルへへへおおお出出出かかかけけけ』』』      （小学 3 年生以上対象） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 昨年 12 月より児童デイ、4 月より「はばたき」で活動させてもらっている上田です。 

幼尐期は京都市で過ごし、10 歳の頃に草津市へ来て、20 代前半から彦根市で暮らすよ

うになりました。 

 以前に、事務職を経験したこともありますが、自分はやっぱり人と関わる仕事がしたく

て、ぽぽハウスへ来させていただきました。 

 最近の趣味は、パステルで絵を描くことです。ストレス解消法は、お気に入りのカフェで

のんびりお茶することです。 

 毎日の「はばたき」での勤務は、あっという間に時間が過ぎているのですが、みなさん

の笑顔に、元気をいっぱいもらって、私も明るく楽しく仕事をしていきたいなと思っており

ます。 

 

 

ぽぽハウス 

スタッフルーム 

通信 

今月紹介するのは、「はばたき」スタッフの上田さんです。 

温かい雰囲気の方で、優しく子ども達を見守ってくれています。 

 

mailto:popohouse@nifty.com
http://www.popo-house.jp/


 去る５月２３日(日)、ハピネスひこねに

て、(特活)ＮＰＯぽぽハウス第１０回定期

総会が開かれました。 

 総会では、2009 年度の事業ならびに活

動･決算報告、2010 年度の事業ならびに

活動計画･予算案が可決され、役員改選

も再任で可決されました。 

 議事終了後、議長提案により、出席者

の自己紹介をし、総会終了後は、恒例の

昼食をとりながらの懇親会。普段、それ

ぞれの活動などで忙しく、なかなか顔を

合わせることの尐ない会員同士の親睦を

深める良い機会となりました。 

※総会に出席したみなさんの感想を紹

介します。紙面の都合上、一部割愛･編

集させていただきました。 

 

・ 自己紹介の場もあり、少し変わった総会ではあったが、共に歩む仲間

としての連帯が強く感じられるひとときでもあった。 

・ 他部門の活動や活動資金について、自分たち会員が理解しあえ、親

睦も図れる良い機会だと思う。総会には出席すべきだと改めて思った。 

・ 他部門のことは、普段は

わからないので、この一

年どのような活動をされ

たかがよくわかって勉強

になりました。 

 

・ いろいろなところでさま

ざまな方が動いて、成り

立っていることがよくわ

かりました。まずは自分の

仕事を確実にこなせるよ

うに努めていきたいです。 

 今年度の、彦根市家庭教育支援事業「すくすく教室

（0･1 歳）」「のびのび教室（2･3 歳）」が 6 月より開

講しました。 

この講座は、市子ども未来室の委託を受け、２０００年

度より開講している乳幼児の保護者に向けての講座で

す。 

彦根市家庭教育支援事業 

（子育て支援部） 

市内各公民館で開講されている講座です。他の会場ではす

くすく･のびのび各 1 クラスの講座を、子育て支援部では、こ

どもの発達に合ったより細かい講座内容にするため、年齢別

に分けた「すくすく」3 クラス、「のびのび」1 クラス体制で

スタートすることにしました。 

  子育て支援の重要性を改めて感じな

がら、来年 3 月までの全 10 回の講座

を通じて、受講のみなさんの支えに少し

でもなれればいいな、と感じています。 

・大きくなった‘ぽぽハウ

ス’に感動すると共に、

責任も強く感じた。 

 

・年々、新メンバーも増え

て活性化され、総会で

お互いが頑張っている

様子を聞くことで、また

自分もガンバロー！と言

う励みになります。 

 総会の日に研修として、彦根市消防署

北分署の救急救命士さんを講師に迎え

ての『救命講習会』をおこないました。昨

年度、ひろばにＡＥＤを導入したのをきっ

かけに、その使い方と共に、‘もしも’のと

きに備えるべく、心臓マッサージや人工呼

吸の大切さを改めて学び、人形を使って

実技体験をしました。 

   

 

《研修会の感想》 

・ 講習でも緊張したのに、もし実際に遭遇したらパ

ニックになるかもしれないが、今日の講習を思い

出し、人助けができたら･･･。 

 

・ しっかり救命法を学べてよかったです。危機管理  

 意識を持つことの大切さも教えていただけたし、Ａ  

ＥＤの取り扱いも学べて本当に良い研修でした。 

 

・ まず 2分間の心肺蘇生法の実践は、要領を理解し 

 た上で、体力もとても必要だということを感じた。 

 以前にも講習は受けていたが、忘れてしまってい 

ることも多いので、繰り返し受ける必要があると 

思った。 

 

 

 

 

 


